









































































































































































































































































4. 2 キーワードを掴り下げることで教師の 「評価規準の作成詔if方法等のエ却改善のための銅斗 ［小
ねらいにせまる 学交音楽】」教育出版
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上記のことは，この単元では毎時していることなの
で，教師は，このキーワードをわかったものとして，
進めていた。けれど， 「ここで考える強弱は？抑揚は？」
と掘り下げていかないと，みんなも分かった気になっ
てしまう。またそこに生まれる思いや願いもあるので，
言葉を丁寧にあっかい教師が立ち止まる機会をつくる
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